
 

 

 

 

  

 

  

 



  

※ 応援職員派遣先市町村は黄色で着色しています。 

東日本大震災および原子力災害から約９年の歳月が過ぎました。未だ故郷に戻れず避難生活を余儀な

くされている方が４万人以上いる中で、被災市町村では復興に向けた取組が着実に進んでいます。 

ここでは、避難地域の再生、被災者の生活再建、風評、風化などの課題が山積している状況の中で、

復興のためにご尽力いただいている応援職員の方々の業務や、福島県への想いなどをご紹介させていた

だきます。 

復興の「現状」、市町村の「今」を知る機会になれば幸いです。 



 

   

  

Ⅰ 応援職員紹介 

いわき市    P1 

南相馬市    P１～8 

川俣町      P9 

広野町      P10～11 

楢葉町      P11～12 

富岡町      P12～15 

川内村      P16 

大熊町      P16～17 

双葉町      P18～21 

浪江町      P21～28 

葛尾村      P28～29 

新地町      P29 

飯舘村      P30 

 

Ⅱ Information  

     ご案内      P31 

① 所属課（業務内容等） 

② 派遣元団体（出身地） 

③ 派遣期間 

写 真 

自己紹介 

（派遣の動機など） 

※記載内容（イメージ） 

氏 名 

派遣 

市町村名 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 

 

●1 土木部道路管理課（復旧・復興道路維持補修事業） 
●2 東京都港区 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

●1 建設部水道課（布設替工事等の設計・工事監督） 

●2 福島県（東京都） 
●3 令和元年１１月１日 ～ 令和２年１０月３１日まで 

●1 経済部観光交流課（相馬野馬追に関することなど） 
●2 埼玉県さいたま市 

●3 令和元年６月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 



 

  

２ 

  
●1 復興企画部危機管理課（防災係） 
●2 千葉県 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

 

●1 市民生活部スポーツ推進課(ホストタウンの推進等) 

●2 東京都杉並区 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

●1 復興企画部企画課（復興事業に関すること） 
●2 東京都杉並区 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 



 

 

  

３ 

●1 経済部観光交流課（相馬野馬追の振興、 
交流自治体との交流など） 

●2 東京都杉並区 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

●1 経済部観光交流課（観光資源活用担当） 
●2 東京都杉並区 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

●1 市民生活部市民課（戸籍・住民記録係兼窓口サービス係） 
●2 東京都青梅市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 



 

 

４ 

●1 健康福祉部社会福祉課（生活保護ケースワーカー） 
●2 東京都青梅市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

●1 小高区地域振興課（地域振興に係る情報提供等） 
●2 東京都北区 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

●1 市民生活部環境回復課（除染関連業務） 
●2 神奈川県（宮城県仙台市） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 



 

  

５ 

●1 経済部農林整備課（ほ場整備関連） 
●2 神奈川県 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

●1 経済部農林整備課（農業用施設の整備） 
●2 神奈川県 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

●1 経済部農林整備課（台風 19号関連） 

●2 神奈川県（宮城県） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 



 

 

  

６ 

●1 経済部農林整備課（工事関連） 
●2 神奈川県（静岡県） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

●1 建設部下水道課整備係（公共下水道整備等） 
●2 神奈川県 

●3 平成３０年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

●1 建設部土木課（保全担当） 
●2 神奈川県 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 



 

 

  

７ 

●1 総務部税務課（住民税関連業務） 
●2 神奈川県相模原市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

●1 総務部税務課（市税等の管理徴収業務） 
●2 新潟県三条市 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

●1 建設部土木課事業係（工事設計・監督業務） 
●2 新潟県燕市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

 



 

 

 

  

８ 

●1 建設部建築住宅課（住宅支援関係業務） 
●2 新潟県小千谷市 

●3 平成３０年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

●1 市民生活部スポーツ推進課（スポーツ施設管理業務、 
スポーツ振興、支援等） 

●2 愛知県知多市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

●1 健康福祉部社会福祉課（障がい福祉業務） 
●2 長崎県長崎市 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 



 

 

  

９ 

●1 原子力災害対策課（ため池放射性物質対策事業等） 
●2 福島県（兵庫県神戸市） 
●3 平成２９年４月２日 ～ 令和３年３月３１日まで 仮置場現場にて 

●1 原子力災害対策課 

（除染廃棄物仮置場の返還に関する業務等） 

●2 東京都江東区 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

除染廃棄物仮置場にて

現場状況確認中。 

●1 総務課（消防・交通・防災事務等） 
●2 東京都中央区 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 



 

 

 

  

１０ 

 

●1 健康福祉課（福祉業務全般） 
●2 神奈川県茅ヶ崎市 

●3 平成３０年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

●1 教育委員会学校教育課(建築関係業務) 

●2 埼玉県三郷市 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

 

●1 復興企画課 (復興に関する企画、建設業務) 

●2 福島県（東京都江東区） 
●3 平成３０年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

広野町マスコット 

「ひろぼー」と♪  



 

 

  

１１ 

 

 

●1 財政部納税課（町県民税等） 
●2 岐阜県岐阜市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

●1 建設課(建築関係業務) 

●2 福島県 (福島市) 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

甘薯施設工事現場にて 

           in 楢葉町 

 

 

●1 建設課（工事の現場管理、道路の維持管理） 
●2 神奈川県（宮城県仙台市泉区） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 



 

 

  

写真は、県道に接続する町道整備工事に伴う支障電柱の移転箇所の確認作

業です。2017 年 4 月の避難指示一部解除から 3 年と 2 カ月迎えました。 

目に見えない脅威としての放射能汚染は除染が進み、常磐線も全線開通とな

りました。もう一方の目に見えない新たな脅威としての新型コロナ感染は収束を

願うばかりです。 

夜の町の家明かりはまだ大半が集合住宅のアパートが多いのですが一戸建て

住宅も確実に増え始めています。脅威の収束を強く願い、帰還者のさらなる拡大

をさらに強く願っています。「収束と拡大」の途上にある富岡町 2020 年です。 

●1 都市整備課（建設係） 
●2 福島県 (東京都) 

●3 平成２９年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

１２ 

 

●1 建設課（道路の維持管理） 
●2 神奈川県（新潟県三条市） 
●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 
●1 建設課（下水道工事発注、排水設備審査、 

下水処理場維持管理） 

●2 神奈川県 (神奈川県) 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 



 

 

  

今年の４月より東京都新宿区より派遣職員として赴任しました。新宿

区では、富岡町への応援派遣は今回が初めてとなります。  

主な仕事は、震災により町外に避難された方同士や近隣住民とのふれ

あいの場「交流サロン」運営のお手伝いです。復興支援に貢献し、少しで

も皆さんのお役に立てるように頑張りたいと思います。  

趣味はゴルフとお酒、温泉巡りなので、これから思いっきり福島を満喫

しようと思います。 

どうぞよろしくお願いします。 

●1 住民課（生活支援係） 
●2 東京都新宿区 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

埼玉県北葛飾郡杉戸町と双葉郡富岡町は平成 22 年 11 月 3 日に友

好都市となりました。震災後に職員を派遣するようになり、私で 4 人目と

なります。 

富岡町役場職員の方々はとても温かく、新型コロナウイルスの影響で

業務体系が大きく変わる中でも、不安なく取り組むことができています。  

富岡町は過ごしやすい気候と、心躍るような美しい桜並木が魅力だと

感じています。町民の方々への支援はもちろんのこと、町外の方々にも富

岡町に訪れていただけるよう、微力ながら尽力していきます。  

●1 住民課（生活支援係） 

●2 埼玉県北葛飾郡杉戸町 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

富山県南砺市から富岡町に派遣されております山﨑喜弘です。  

常磐線の全線開通など徐々にではありますが明るい兆しが見え、２年目を迎えて

今年度は新たに生涯学習係を拝命し、富岡スタイルをと意気込んでおりましたが、新

型コロナウイルス感染症の発生により非常に厳しい環境になりました。新しい生活様

式が求められる状況の中で、来年は震災発生から早くも１０年を迎えます。この様な

状況だからこそ前向きに捉え、これからの富岡スタイルの構想、検討を関係機関の

方々のご指導を頂きながら進めていきたいと思っています。課内の職員の方々をはじ

め多くの職員の方々と良好な環境の中で業務出来ていることに感謝いたします。  

●1 教育委員会生涯学習課（生涯学習係） 
●2 富山県南砺市 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

１３ 



 

 

  

東京都品川区より富岡町に派遣されました齋藤和哉です。富岡町と品川区が

災害時における相互援助協定を締結していることから、派遣されることとなりまし

た。 

業務内容は生涯学習に関することで、多くのイベントに携わり、町を知ることが

できると考えていましたが、コロナ禍によりその多くが中止等となってしまいました。

今後の見通しが難しいですが、幸いにも職場の方々に恵まれていますので、少しず

つでも復興に役立てるように努めていきます。また、富岡町だけでなく、縁があって

福島に来ることになりましたので、県の名産や観光も楽しみたいと思います。  

●1 教育委員会生涯学習課（生涯学習係） 
●2 東京都品川区 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

所属課では、新たな産業団地の整備に関わる工事の進捗確認や、関

係機関との調整業務を担当しています。約３４万㎡の敷地に工場等が立

地する敷地や大型車が通行する道路のほか、住民の方が憩えるような公

園を整備するため、土木職である私は、大変やりがいを感じております。 

福島県は、自然や温泉地などの観光名所が豊富なので、休日は趣味

のサイクリングをしながら各地を巡りたいと思っています。 

●1 都市整備課（建設係） 
●2 東京都新宿区 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

九州北部豪雨で被災した福岡県朝倉市で 2 年間、復興支援に携わっ

ていましたが、宮崎市からの再任用の派遣終了を機に、3 年間、復興派遣

でお世話になった広野町と同じ浜通りの双葉地区でさらに微力ながら復

興に貢献したく、神奈川県からの派遣を志望しました。 

広野町派遣を通じた東北の自然、文化、風土、人との出会いは、忘れら

れない思い出であり、コロナ禍の中、富岡町の復興支援とともに、感染に

十分注意しながら、控えめに出会いと交流を深めていきたいと思っていま

す。   

●1 都市整備課（建設係） 
●2 神奈川県 

●3 令和２年４月３日 ～ 令和３年３月３１日まで 

１４ 

 

 

 



 

 

  

福島市役所で 4 年 7 か月間、発注者支援担当技術者として除染関連業務を担当

していました。当市もある程度業務の終盤を迎え、私自身もう少し福島県内で業務

のお手伝いが出来ればと、神奈川県の派遣職員に採用されました。 

今回、富岡町役場・都市整備課への派遣の辞令をいただき、初めての地でお世話

になることになりました。震災から 9 年程経過し、また原発事故による複合災害に

見舞われ、現在も一部帰還困難区域もあり早期の生活環境等の整備が望まれていま

す。私自身何が出来るか分かりませんが、少しでも支援出来れば幸いです。現在単身生活

ですが、職場の仲間もでき週末には登山・温泉等楽しんでいます。 

****未来へと つながれ ひろがれ 富岡町**** 

●1 都市整備課（管理係） 
●2 神奈川県 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

会社を辞め高知県に雇用頂き５年目、東北３県で災害公営住宅建設

など建築系の仕事をしてきました。ここ富岡町では、避難先から帰還され

る町民の方々への助成金手続、などを担当しています。  

休日はオートバイで走り、夏には山歩きを楽しんでいます。東北は良い

ところが沢山ありますね。関西の仲間にＳＮＳで逐次情報発信しています

が、福島の桜には沢山「いいね」をもらいました。任期最後の一年、福島

県の良さを発信して行きます。  

●1 都市整備課（都市計画係） 
●2 高知県 (福井県福井市出身、大阪府枚方市在住) 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

富岡町に派遣され、２年目を迎えました。被災地の現状を学び、復興業

務に貢献できればという思いから派遣を希望しました。着任当初は、慣れ

ない環境に不安もありましたが、今では富岡での生活にも慣れ、充実した

日々を過ごしています。 

現地の方々は、震災での辛い経験をしていますが、過去のことは大事に

しながらも、前を向いて歩んでいると感じました。私も少しでも復興の力に

なれるよう、微力ながら頑張って参りたいです。  

●1 福祉課（障害福祉、保育） 
●2 東京都品川区 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

１５ 

 

 

 



 

  
川内村に派遣されて 5年目を迎えました。 

川内村は昨年の台風 19号により被害を受け、現在も道路等の復旧作業

が続いています。 

業務は主に母子保健ですが、それに限らず特定保健指導や介護予防等手

広く携わっています。写真は普段の仕事の様子ですが、新型コロナの影響

もあり、保健事業等を縮小しながら実施しています。以前の生活が早く戻

り、保健事業も通常通りに行える日が来ると良いと思います。  

●1 保健福祉課（保健師業務） 
●2 福島県 (岐阜県) 

●3 平成２８年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

派遣２年目になります。少しずつ町の施設整備が進んでいますが、町の

様々な課題に対して建築的にどのように応えられるか考え悩むことを自分

自身の貴重な経験とし、引き続き、積極的に意見やアイディアを出せるよ

う努め、微力ながら町の復興の力になれればと思います。 

●1 復興事業課（建築業務全般） 
●2 茨城県日立市 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

石巻市でボランティア活動をして、自分でも何かできないかと思い福島

県任期付職員に応募しました。４年間は楢葉町に派遣され、現在は大熊

町に派遣されています。 

大熊町は平成３１年４月に一部地域で避難指示が解除されました。令

和２年４月には JR 常磐線が全線開通しました。令和４年度の大野駅周

辺の避難指示解除に向けて、町全体が動いています。福島県ならではと

感じるのは、4月の桜と冬の会津の雪景色です。東京出身ですが、被災地

に来てくれる人達への語り部をするのが夢です。 

  
●1 復興事業課（道路・水路等の復旧・管理業務） 
●2 福島県（東京都） 
●3 平成２８年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

１６ 



 

 

  大熊町に派遣され、３年目を迎えました。その間、役場新庁舎、福祉ゾ

ーン内グループホーム他の建設、大野駅リニューアル工事に関われたこと

を光栄に感じております。 

これからも、大川原地区での商業・交流・温浴施設や教育施設整備、

大野駅周辺整備など、大熊町職員の皆様と、住み心地が良く魅力ある街

づくりに、少しでも貢献できればと思っています。 

●1 復興事業課（建築業務全般） 
●2 福島県 (いわき市) 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

復興事業課復旧係に配属され、町内の農道、町道の維持管理業務

（除草、法面・舗装等の復旧工事の発注、工事監督）、水路改修、道路改

良、公園整備等の測量設計委託及び工事管理業務を行っています。  

課は、復興係、建築係、復旧係で構成され、課長以下 15 名で業務分

担し、話しやすい雰囲気です。 

●1 復興事業課（町道・農道の維持管理業務等） 
●2 福島県（神奈川県横浜市） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

１７ 

昨年度から大熊町に勤務していますが、規制緩和が増え町民が立ち入

れる面積が広がっていく中、安心安全に通行できる町道の管理及び道路

改良工事の監理をしています。ようやく 23 年災のため池復旧工事も着手

できるようになり、復興が加速されていくように思えます。その中、豪雨被

害が多発して災害対応の業務も行わなければならないので、忙しい日々

を過ごしています。 

休暇は、福島県及び東北の大自然、温泉を満喫する旅に出かけていま

す。大熊町の復興に向けて頑張ります！！  

●1 復興事業課（工事設計、監理） 
●2 福島県（兵庫県） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 



 

 

  今年度から、人事交流という形で双葉町に派遣となりました。今まであ

まり携わっていない業務内容、初めて地元を離れての生活など、不安な

点だらけの始まりでしたが、穏やかな職場の雰囲気や先輩方に助けられ

ながら、仕事に励んでおります。 

   未熟な点がまだまだ多くありますが、この新しい環境の中で、自分なり

に少しでも貢献させていただき、成長できればと考えています。 

●1 戸籍税務課（軽自動車・法人税の課税、徴収） 
●2 茨城県かすみがうら市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

学生時代に復興ボランティアの経験があり、再び、復興のお手伝いが

できる機会が巡ってきたので、立候補させていただきました。  

双葉町役場では、「令和４年春の双葉町への帰還」に向けて、職員が

ワンチームとなって取り組んでいます。 

現在は、新型コロナウイルス感染防止のため外出を控えていますが、新

しい発見を求めてジョギングを始めました。いわきサンシャインマラソンに

向けても、福島県内の自然豊かなコースで力をつけたいです。 

●1 秘書広報課（支援員事業、広報紙の発行・発送等） 
●2 富山県黒部市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

前勤務先（UR）での最後の業務が、陸前高田での震災復興事業でし

た。２年４ヶ月に渡り、生活再建のための宅地造成工事に携わっておりま

した。全体の事業スケジュールをコントロールし、予定どおりに被災者の

方々に宅地を返した時に頂いた言葉が、心からの「ありがとう」という感謝

の言葉でした。 

身体と気持ちが持続する限り、震災復興のために頑張る決意を持って

双葉町にまいりました。同じ釜の飯を喰う仲間と一致団結し、必ず結果を

出したいと思います。宜しくお願い致します。  

●1 建設課（下水道工事全般） 
●2 神奈川県（長崎県諫早市） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

１８ 



 

 

  
継続派遣２年目を迎えました。昨年度は、右も左も分からない私を温か

く迎え入れてくださった双葉町の皆様に支えていただき、応援職員である

にも関わらず、逆に皆様から応援いただいたお陰で、与えられた職務を全

うすることが出来ました。 

また、今年度も双葉町で仕事をさせていただけること、双葉町の方々と

関わっていけることに感謝して、私の持てる力を遺憾なく発揮し少しでも

双葉町のためになれるよう努めていきたいと思います。 

●1 教育総務課（学校施設管理に関すること） 
●2 福井県敦賀市 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

昨年度は郡山支所、今年度はいわき事務所勤務となり、景色や街並

みの違いを楽しんでいます。福島県内の東西南北に仕事で出かける機

会があり、道中の景色を眺めながら移動することも楽しみの一つです。赤

ちゃんから高齢者まで、一人一人の出会いを大切にしていきたいと思い

ます。 

●1 健康福祉課（保健師業務） 
●2 福島県（三重県） 
●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

派遣４年目を迎え、町民の方々と接する機会の多い生涯学習係に勤務

しております。双葉町は現在、２年後の町帰還に向け、町民と町職員が一

体となり復興まちづくりを行っております。そんな最中、私を温かく迎えてい

ただいた町職員のアドバイスを受けながら、さらには町民の方々に寄添い

ながら業務遂行できればと考えております。 

元々いわき生まれのいわき在住ですが、現在は、新型コロナウイルス感

染防止のため、休日は家内・孫たちと小さな楽しみを見つけながらの生活

をしております。 

●1 教育総務課（芸術・文化振興に関する業務等） 
●2 茨城県北茨城市（福島県いわき市） 
●3 平成２９年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

１９ 



 

  

公務員経験を震災復興に役立てたいとの思いで続けています。単身生

活も５年目となり浜通りで頑張る仲間との交流が何よりの癒しと肥やしに

なっています。仕事は慣れてきた時が要注意。初心に立ち戻って最後まで

やり遂げたいと思います。 

●1 総務課（会計年度任用職員の採用、 
職員の福利厚生に関する業務） 

●2 神奈川県 

●3 平成３０年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

柏崎市も新潟県中越沖地震の被災時には、多くの自治体さんからお

手伝いいただき、なんとか復興を進めることができ感謝しています。  

このたび派遣の機会をいただきまして、少しでも恩返しになるように、双

葉町の復興にお役に立てればと思っています。職場では、みなさん温かく

接していただき、想定外のコロナ禍にも負けず頑張れています。 

●1 建設課（道路災害復旧等） 
●2 新潟県柏崎市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

任期付職員として、双葉町勤務２年目を迎えました。昨年の４月は、家庭訪問

や会議に出席しても、地理や住民の方の名前もわからず、外国に来た？みたいな

気持ちでした。２年目を迎え、民生委員さんの方々から「岩瀬さん」と声をかけら

れるようになり、うれしく思いました。  

双葉町は帰町に向けて着々と準備が進められています。その中で、私も双葉町

役場職員の一員として、年々成長して頑張っていかなければと思うこのごろです。  

私は「仕事はチームワークが一番」と思っています。職場の方々はもちろん、住

民の方達との出会いを大切に一つ一つ取り組んでいきたいと思います。 

●1 健康福祉課（保健師業務） 
●2 福島県(熊本県八代市) 

●3 平成３１年４月２日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

２０ 

浪江と双葉で

仲良く♪ 



 

 

  

２１ 

派遣３年目となり、既存の建物が取り壊されていく一方で、新しい店舗

の開店や新規の企業立地、常磐線の全線開通など、町の状況は着任当

時とは大きく変化し、ワクワクする日々を送っています。仕事も当初の用地

買収から再エネ利活用に比重が移り、新しいフェーズに入ってきたかなと

感じています。 

今年は新型コロナの影響で県内散策が思うに任せませんが、時機を見

て復活し、３年目でも見どころが尽きない福島をまだまだ楽しみます。  

●1 産業振興課（産業用団地用地関係、再生エネルギー推進） 
●2 横浜市 

●3 平成３０年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

派遣3年目になります。双葉町の復興状況がかなり進んでいる状況にあります

が、町民が帰還できるのは２年後の令和４年度となるため被災市町村の中でも最後

の帰還となります。産業団地の整備やインフラの整備等産業面での復興はかなり進

んでいますが、農業面では、農地の除染がやっとでその再生に向けては農業従事者

の確保や野生鳥獣の駆除などの課題も含め難しい状況であります。 

この地は、かすみがうら市より北に位置しているのに温暖で冬は雪も降らず過ご

しやすい場所であり、酒も肴も美味しく、果実も豊富な、魅力ある福島県をさらに

満喫していきたいと思います。趣味のゴルフも含めて楽しみたいと思います。 

●1 農業振興課 (鳥獣被害防止対策事業) 

●2 茨城県かすみがうら市 

●3 平成３０年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

浪江町で、今まで培ってきた知識や経験を活かし復興に貢献できる機

会を与えていただき、派遣 2 年目を迎えました。今年度も「広報なみえ」の

編集・製作業務を担当させていただき、浪江町の復興に向けた歩みを、よ

り多くの皆さんにお伝えできればと、日々奮闘しています。 

また、「ゆるキャラグランプリ２０１９」に初挑戦し“全国３５位・福島県内

１位”に輝いた、浪江町イメージアップキャラクター「うけどん」とともに、

“浪江町が前向きに復興に取り組んでいる姿”を全国に情報発信すべく、

より一層頑張ってまいります。 

●1 企画財政課（広報業務・情報発信業務） 
●2 千葉県成田市 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 



 

 

  

２２ 

福島の第一印象は水が美味しい。散策できる低山も多く景色は素晴ら

しいです。夜遊びする所もないから早寝早起き。毎朝５時には起床し、請

戸川沿いをジョギングしてから出勤。こんな健康的な生活があったなんて！ 

職場の半数が他都市からの派遣なのでみんな知恵を出しながら団結し

て復興に取り組んでいます。浪江町はまだ帰宅困難地域が多く、定住人

口も千人を越えたところ。道の駅もでき、これからが楽しみです。 

●1 農林水産課（復興牧場事業推進、被災農業者支援など 

浪江町の農業復興に関する事業） 

●2 神奈川県横浜市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

浪江町は、震災と原発事故による全町避難が一部解除され、町民が帰

還して３年が経過していますが、多くの公共施設が休館となっています。自

分は、唯一開館している「スポーツセンター」に勤務し、施設管理や成人

式、芸能祭などの行事開催に携わっています。 

また、休館となっている図書館と公民館の復旧・整備に向け取り組んで

います。帰還した住民及び、これから帰還しようとしている住民のために、

一日も早い再開に向け頑張ります。 

●1 教育委員会事務局（社会教育施設の復旧整備及び 

社会体育施設の維持管理運営） 

●2 高知県 

●3 令和２年４月２日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

私は兵庫県出身で、子供の頃に阪神淡路大震災を被災した経験から、

東日本大震災の被災地の復興に関わってみたいという思いがありました。    

震災から 9 年が経ちましたが、浪江町ではまだ住民の数パーセントしか

帰還を果たしておらず、町のあちこちに震災の爪痕が残っています。今後

は少しでも町の活気を取り戻していくことが必要だと思うので、この町の

良さを一つでも多く見つけ、それを発信していきたいです。  

●1 企画財政課（タブレットを活用した町の情報発信と 

町民の絆維持に関する業務） 

●2 東京都新宿区（兵庫県） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 



 

 

  

２３ 

東京都新宿区より派遣されている荻堂と申します。  

私の担当業務は介護保険に関するものです。浪江町では現在、東日本

大震災被災者となる町民（介護保険被保険者）の方に対し、いくつか特

例的な対応を実施しています。その対象者はかなりの数に上り、震災の爪

痕が今なお残っていると感じます。 

町民の皆様の生活がより充実したものとなるよう、業務へ取り組んでゆ

きます。よろしくお願いします。 

●1 介護福祉課（介護保険業務） 
●2 東京都新宿区 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

私は、震災から１年後に、宮城県が募集した震災復旧に関する派遣職員に応

募し、山元町で５年間勤めました。その間福島原発により帰還困難区域になって

いた浪江町に何度か足を運び、誰もいなくなった町を眺め、震災前の状況に何と

しても復活させなければいけないという使命感に突き動かされました。  

念願叶って、平成３１年度から浪江町工業団地開発の産業振興課産業創出

係に配属になり現在に至っています。 

３年後に産業団地が完成する予定となっていますが、気力・体力が続くよう気

を付け頑張って行きたいと思っています。 

●1 産業振興課産業創出係（産業団地整備土木設計監理業務） 
●2 神奈川県 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

東日本大震災からの復旧・復興がまだまだ道半ばであることを知り、こ

れまでの行政職員としての経験が少しでも役に立てられればと思い、5 年

前に支援職員として福島県の自治体に配属されました。  

復興を推進するための行政の仕事はまだまだ多く残っていると感じまし

たので、今年度からは浪江町で業務にあたらせていただくことになりまし

た。町民の方に満足していただける行政サービスを提供できるよう努めた

いと思っています。 

●1 住民課（除染環境係） 
●2 神奈川県 

●3 令和２年４月２日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 



 

  派遣職員３年目に突入しました。継続して浪江町にお世話になっていま

す。昨年、一昨年共に福島の旅紀行についてご紹介させていただきましたが

今年も旅の写真をアップさせていただきました。 

毎度同じようなことを記載していますが、福島の自然は雄大で、圧巻で

す。万緑のコントラスト、多種多様の花畑、山あり、海あり、湖あり、峠あり、温

泉あり、自然を存分に謳歌できる宝庫といえるのではないでしょうか。これか

らも休日を利用して、できるだけいろんな場所を訪ねたいと思っています。  

●1 まちづくり整備課（復興拠点道路事業改築工事の 

監督員ほか） 

●2 神奈川県 

●3 平成３０年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

平成３０年度は陸前高田市で防災集団移転（高台）を担当し、平成３１

年４月から現在まで浪江町農林水産課で、営農再開支援の仕事をしてい

ます。陸前高田市での津波災害と違い、浪江町での原子力被害は住民が

原発事故により避難している現実があります。営農再開するにも避難先か

らの通作（通勤耕作）されている方がほとんどであり、現場の厳しさを痛感

しています。 

平日は、福島の山に登って気分転換を図っています。仕事に山登りに、

ここ福島での思い出作りに励みたいと思います。  

●1 農林水産課（営農再開支援事業） 
●2 神奈川県（大阪府河内長野市） 
●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

福島にお世話になって２年目を迎えました。浪江町農林水産課での仕

事ぶりは相変わらず素人然のままですが、何人かの農家の方々のお名前

とお顔が一致しだしたことは嬉しい限りです。今ともかく一人でも多く町民

が帰れるようにしたいですね。週末は温泉に嵌まっています。  

●1 農林水産課（畜産、飼料、災害対応） 
●2 神奈川県 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

２４ 



 

 

  震災による災害に加え、原子力災害に見舞われた福島県の復興の一

助となることができるのであればという思いから赴任を希望しました。  

浪江町まちづくり整備課計画係に配属にされ、現在、職場の皆様の温

かい御指導をいただきながら業務に従事しています。  

 私生活では、浜通り・中通り・会津地方の四季折々の素晴らしい自然

を満喫したいと考えています。 

●1 まちづくり整備課（都市計画等） 
●2 神奈川県 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

福島県の復興の役に立てればと思い、神奈川県の任期付職員に応募

し、浪江町に派遣されました。コロナの影響により、職場と住居を通勤する

毎日で、まだどこへも行けていません。真新しい住宅が解体される様や帰

還困難区域をみるにつけ、原発の影響を感じてしまいます。  

●1 農林水産課（ため池環境保全工事等 

農業土木設計施工監理業務） 

●2 神奈川県（長崎県佐世保市） 
●3 令和２年４月２日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

平成３１年４月から現職として２年目を迎えています。福島県の中でも浜通りは

気候も温暖で東北地方としては厳しくない生活が送れています。  

浪江町では町民の皆さんの帰還を促す補助金事務を担当しています。帰還す

る方の数は徐々にではあるものの増えてきているようです。  

最近の浪江町は、スーパー開設、常磐線の再開、道の駅開設など明るいニュー

スに触れる機会が増えてきました。コロナウイルスの影響で予定どおりにはいかな

いことも多々ありますが、少しずつ町民の皆さんの笑顔が増えてきているように感

じます。こうした笑顔がもっと増えるよう願っています。  

●1 住宅水道課住宅係（住宅関連補助金） 
●2 神奈川県 

●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

２５ 



 

 

  

平成２９年４月から３１年３月までの２年間、成田市職員として浪江町への派遣

を経験しました。震災以前より、福島県の自然や風土が大好きでよく訪れていまし

たが、実際に福島県に住んでみて、大きな災害を経験し乗り越えてきた住民や職

員の皆さんの逞しさ、優しさに触れ充実した日々を過ごすうちに、もう一度、福島県

で働きたいと考えていました。 

今回、長年勤務していた成田市を早期退職し、神奈川県より派遣していただくこ

とになりましたが、福島県の復興に携わる皆さんの仲間に入れていただき、自分な

りに努力してまいりたいと考えています。 

●1 教育委員会事務局（生涯学習、社会体育の振興、 
社会教育関連施設の維持管理） 

●2 神奈川県 

●3 令和２年４月２日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

昭和３２年４月生まれの６３才です。 

高知県の（社）高知県建設技術公社にて 32 年間「測量・設計・積算・工事の

監督」等業務に従事し、５０才で早期退職し民間企業で３年間現場代理人・主任

技術者を経験し、平成２５年４月にこれまでの経験が震災の復興に役立つと思い

福島県に来ました。 

福島に来て２年間は「ふくしま市町村支援機構」にて積算業務を行い、平成２７

年４月より発注者支援業務として平成３１年３月まで浪江町に常駐し、令和２年４

月より神奈川県の派遣職員として浪江町に常駐しています。  

●1 まちづくり整備課 建設係（積算・工事監督） 

●2 神奈川県（高知県） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

今年の 4 月より派遣されて 2 か月が経過し、まだまだ環境の変化、事

務の進め方の違い等戸惑うことも多いですが、職員の皆さんはどうすれば

町にとって最善となるか考えながら職務にあたられており、刺激を受けな

がら日々を過ごしています。なかなか経験できない産業団地の造成といっ

た大規模事業に携わらせていただいており、多少でも復興の一助になれ

るよう頑張りたいと思います。 

コロナ禍のため、ほぼ家と職場の往復のみですが終息後は、福島県は

もちろん東北地方の色々な場所へ行ってみたいです。 

●1 産業振興課（産業団地整備関連業務） 
●2 岡山県赤磐市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

２６ 



 

 

  
赴任してから早いもので３年目に突入しました。私の仕事は固定資産

税の中でも家屋に関することを主にしていますが、原子力災害による家屋

解体が多数を占め、建て替えが少ないために赴任当初より町はガランと

した感じになってしまいました。 

飲食店や買い物ができるところが増え、また、常磐線が開通するなど明

るい話題もあります。今年一番残念なのは、オリンピックの延期よりも地元

のイベントや祭りの中止です。（楽しみにしていたのに…） 

●1 住民課税務管理係（固定資産税課税事務） 
●2 神奈川県川崎市 

●3 平成３０年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

２０年ほど前、千葉県の研修センターで浪江町の職員と知り合い、東日

本大震災の被災後から毎年、３．１１が近づくころ連絡をいただいたことが

きっかけで浪江町にきました。 

自然豊かな福島県は、県をあげて復興に努力しているが、放射能の影

響で住民が帰還できない地域がまだ沢山あると感じています。地震・津

波・放射能と度重なる災害から避難を余儀なくされ、３年前から一部の地

域で帰還ができるようになった浪江町で、被災者に寄り添った支援がした

いと思っています。 

●1 まちづくり整備課（計画係） 
●2 大分県中津市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

派遣の動機は前回の派遣期間（平成２４年９月～平成２９年８月東京

都任期付職員）内にやり残した事があったのではないかと考えたからで

す。震災発生から丸９年が過ぎ、被災地の復旧・復興もだいぶ進んでいる

と感じています。今回の派遣での業務を集大成として微力ながら復旧・復

興に貢献していきたいと考えています。 

また、休日に福島県内の名所・旧跡に足を運んで福島県の美味しい食

べ物や日本酒を堪能したいと思っています。 

●1 まちづくり整備課（町道改築・災害復旧） 
●2 福島県（茨城県日立市） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

 

２７ 



 

 

  神奈川県県土整備局で流域下水道工事の施工を担当しておりました。  

県職員の内部よりの被災地派遣が無くなり、以前より是非復興業務に

係わりたいと思っており、福島県任期付職員となりました。  

浪江町に派遣となり三年目になりますが、周りの方々のサポートが大変

良く、神奈川県職員時代に無い規模の工事の監督をさせて頂いており、こ

れらの経験によりさらに技術力が向上しましたことに謝意を表したいです。  

●1 まちづくり整備課（建設係） 
●2 福島県（神奈川県小田原市） 
●3 平成３０年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

 

●1 地域振興課（地域整備係） 
●2 福島県（郡山市） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

２８ 

葛尾村に派遣されて２年目になります。 

村では、乳幼児の家庭訪問や健康診査等の母子保健事業や、成人・

高齢者の健診、健康づくり事業に従事しています。  

葛尾村では、地域住民の方々が豊かな自然を守りながら生活され、伝

統や文化、人と人との繋がりを大事にされていることを強く感じます。  

職場の皆様方の温かさに感謝しながら多くのことを学ばせていただき、

村の復興支援に少しでも寄与したいと思います。 

●1 住民生活課（母子保健事業等） 
●2 福島県（山口県） 
●3 平成３１年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 



 

 

 

  

 

２９ 

●1 総務課（イベント、ふるさと納税等） 
●2 神奈川県横浜市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

 

係内でも、飛沫防止 

シート越しの対面です。 

●1 都市計画課（都市計画係） 
●2 神奈川県 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

●1 建設課（復興事業の監督・設計業務） 
●2 神奈川県（愛知県大口町） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 鹿狼の湯にて 



 

 

 

 

  

３０ 

３１ 

●1 建設課（村道舗装機能回復工事ほか） 
●2 福島県（東京都） 
●3 平成３０年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

●1 産業振興課（認定農業者・集落営農等に関すること、 
新規就農に関すること等） 

●2 埼玉県吉川市 

●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 

●1 建設課 建設管理課（土木） 

●2 福島県（北海道紋別郡湧別町） 
●3 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日まで 



 

 Information 

３１ 

「東日本大震災・原子力災害伝承館」がOPEN 

未曾有の複合災害の経験や教訓、 

復興のあゆみを残し、伝え、 

つないでゆくための情報発信拠点 

２０２０年秋 双葉町にOPEN 

詳しくはこちらまで↓ 

https://www.fipo.or.jp/ 

 

震災の記憶の風化防止のための情報発

信や、防災・減災に役立てていきます。 


